
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
す
る
た
め
に
は
、
知
識
と
経

験
及
び
有
資
格
者
（
図
書
館
司

書
な
ど
）
の
適
正
配
置
が
必
要

と
思
う
が
考
え
は
。

全
体
の
人
事
の
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
司
書
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
限
り
資
格
を
有
す
る
職
員
を

配
置
す
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

資
格
取
得
は
自
己
啓
発

や
業
務
の
効
率
化
及
び
意
識
改

革
な
ど
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

積
極
的
な
推
進
と
資
格
取
得
者

の
努
力
の
成
果
と
し
て
、
報
奨

金
制
度
導
入
の
考
え
は
。

市
の
職
務
に
係
る
も
の

に
つ
い
て
は
一
定
の
支
援
を
し

て
い
る
。
現
行
の
給
与
制
度
の

中
で
職
員
の
努
力
や
成
果
に
報

い
る
方
策
を
検
討
し
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
が
、

活
動
の
紹
介
や
会
員
の
募
集
、

企
業
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
情

報
の
共
有
や
対
話
の
仕
組
み
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
団

体
を
紹
介
し
会
員
募
集
を
支
援

し
た
い
。
企
業
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
用
等
を
要
請
し
た
い
。
連

絡
会
議
等
で
情
報
共
有
を
す
る
。

市
民
主
体
の
市
政
を
推

進
す
る
た
め
、
公
園
の
管
理
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
指
定
管
理
者
と
し
て

導
入
す
る
考
え
は
。

今
年
度
か
ら
公
園
の
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
先
進

地
の
事
例
等
を
調
査
し
な
が
ら

今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

環
境
を
テ
ー
マ
に
産
学

官
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
考
え
は
。

新
た
な
技
術
や
製
品
開

発
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
産
学

連
携
に
官
が
関
わ
り
研
究
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
信
自
動
車
道
の
う
ち

金
井
・
川
島
バ
イ
パ
ス
に
つ
き

本
年
７
月
に
地
域
の
皆
様
に
説

明
会
を
開
催
し
た
。
質
問
が
大

変
あ
っ
た
が
、
当
局
の
考
え
は
。

地
元
や
地
権
者
に
対
し
、

回
覧
・
郵
送
等
で
回
答
し
て
い

ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定
で
現
地
測

量
及
び
実
測
の
地
図
を
基
に
し

た
予
備
設
計
を
実
施
す
る
が
、

地
域
全
体
の
説
明
会
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
、
当
局
の
考
え
は
。

今
後
の
詳
細
設
計
に
反

映
す
る
た
め
、
地
元
・
地
権
者

の
ご
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

雇
用
促
進
宿
舎
を
市
営
住
宅
に

雇
用
能
力
開
発
機
構
の

制
度
が
改
正
に
な
り
、
雇
用
促

進
住
宅
、
金
島
宿
舎
外
２
宿
舎

を
市
営
住
宅
と
し
て
購
入
し
、

利
用
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

今
後
の
需
要
見
通
し
や

民
間
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
し

な
が
ら
、
住
宅
施
策
全
体
の
中

で
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

旧
市
の
北
部
地
域
阿
久

津
、
金
井
国
町
、
金
井
南
町
地

区
で
い
よ
い
よ
公
共
下
水
道
工

事
が
始
ま
っ
た
。
い
つ
ご
ろ
か

ら
下
水
道
が
使
用
で
き
る
か
。

現
在
の
認
可
区
域
が
完
了
し
た

後
、
金
島
地
区
全
体
の
公
共
下

水
道
の
計
画
は
ど
う
か
。

阿
久
津
地
区
等
の
供
用

開
始
は
、
平
成
24
年
度
を
目
指

し
ま
す
。
現
認
可
満
了
に
向
け

た
認
可
拡
大
を
図
り
ま
す
。

建
造
物
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

新
市
に
な
り
重
要
文
化

財
に
何
件
く
ら
い
指
定
し
た
か
。

旧
金
島
公
民
館
の
建
造
物
は
洋

風
木
造
建
築
で
立
派
な
評
価
が

さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
な
い
の
か
。

重
要
文
化
財
を
２
件
指

定
し
て
い
ま
す
。
群
馬
県
が
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
動
向
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

上
信
自
動
車
道

金
井
・
川
島
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

旧渋川市教育研究所
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適切な利用が望まれる携帯電話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
が
普
及
し
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
を
は
じ
め
、
各
種
の
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
渋
川
市
の
現
状
は
。

大
き
な
問
題
は
な
い
が
、

未
然
防
止
の
た
め
学
校
も
見
守

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

件
が
増
え
て
い
る
。
保
護
者
や

地
域
と
連
携
し
た
対
応
は
。

三
者
連
携
の
取
組
で
講

演
会
や
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
行

い
、
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
通
信

情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

を
導
入
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用

を
見
守
り
指
導
を
推
進
す
る
た

め
、
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
で

地
域
力
を
強
め
て
い
く
べ
き

地
域
防
災
で
は
、
自
助

・
共
助
・
公
助
の
中
で
、
共
助

が
大
切
。
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
の
活
動
状
況
は
。

消
防
署
や
消
防
団
等
の

協
力
に
よ
り
、
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

渋
川
市
の
高
齢
化
率
は

25
％
を
超
え
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
は
２
０
０
０
人
を
超
え
る
。

自
力
で
避
難
の
で
き
な
い
災
害

時
要
支
援
者
等
の
把
握
は
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

調
査
や
市
の
福
祉
関
係
資
料
を

整
備
し
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
何
よ
り
重
要
。『
地

域
防
災
』
の
視
点
か
ら
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
・
構

築
に
取
り
組
む
考
え
は
。

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

地
域
の
つ
な
が
り
を
、
防
災
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地
域
力
強

化
の
面
か
ら
研
究
し
た
い
。

図
書
館
の
開
館
時
間
延
長
を

「
国
民
読
書
年
」
の
本

年
、
図
書
館
の
役
割
は
き
わ
め

て
重
要
。
市
民
が
よ
り
利
用
で

き
る
よ
う
開
館
時
間
の
延
長
が

望
ま
れ
る
。
そ
の
考
え
は
。

開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、

夜
間
開
館
と
し
て
、
午
後
７
時

ま
で
実
施
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
が
、
利
用
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
午
後
６
時
ま
で
の
開

館
と
し
ま
し
た
。
時
間
延
長
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
要
望
や

利
用
状
況
を
調
査
し
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
民
が
納
得
す
る
社
会
保
障
政

策
を

国
保
の
運
営
は
き
わ
め

て
厳
し
い
。
安
定
し
た
国
民
皆

保
険
を
目
指
す
た
め
、
国
な
ど

に
制
度
改
革
な
ど
を
求
め
る
考

え
は
。

国
保
財
政
を
安
定
さ
せ

国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
た
め
、

財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
制
度

改
善
と
と
も
に
、
規
模
の
広
域

化
に
よ
る
保
険
者
機
能
の
再
編

等
抜
本
的
な
制
度
改
革
を
、
国

な
ど
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
が
実
施
さ

れ
た
場
合
、
給
食
費
や
保
育
料

な
ど
を
差
し
引
い
て
支
給
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
。
保
育
料
は

扶
養
控
除
廃
止
な
ど
で
負
担
増

と
な
る
が
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
は

充
実
す
る
か
。
市
と
し
て
の
考

え
は
。

子
ど
も
手
当
か
ら
の
天

引
き
は
、
法
律
的
に
難
し
い
問

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市

長
会
を
通
し
て
、
国
へ
要
望
が

上
げ
ら
れ
る
か
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

現
行
制
度
上
で
は
、
保
育
料
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
国

や
県
か
ら
の
負
担
金
が
減
り
ま

す
の
で
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
現

行
ど
お
り
と
な
る
見
込
み
で
す
。

金
子
　
　
渡
　
議
員
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子
ど
も
の
携
帯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
問
題
に

対
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
導
入
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
は
給
食
費
天
引
き
を
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